
令和 8 年度 第 1 回高士区地域協議会 

次第 
 

日時：令和 8年 4月 16日（木）午後 6時 30 分～ 

会場：高士地区公民館 大会議室 

 

1 開会  

 

 

2 あいさつ  

 

 

3 議題 

⑴ 報告事項 

津有・高士・諏訪区新保育園整備事業 令和 8年度の事業内容及び令和 9年度以降の

予定について                         
 
 
 

⑵自主的な審議 

 地域コミュニティの維持について  

 

 

 

 

 

 

4 その他 

⑴ 次回開催日程について 

・日時： 

・会場： 
 

⑵ その他 

 

5 閉会  

 

 

〔資料・配布物〕 

・次第 

・資料 1 津有・高士・諏訪区新保育園整備事業 令和 8 年度の事業内容及び令和 9

年度以降の予定について 

・資料 2 Step6 「地域のコミュニティの維持」の取組のためのフレームワーク 

・取組のスローガン（地域協議会当日提出） 



 

 

津有・高士・諏訪区新保育園整備事業 

令和 8年度の事業内容及び令和 9年度以降の予定について 

 

 戸野目・上雲寺・高士・諏訪保育園を統合した、津有・高士・諏訪区新保育園の整

備に向けた令和 8年度の事業内容と令和 9年度以降の予定をお知らせします。 

なお、令和 9年度以降の予定については、事業の進捗に応じて、変更となる可能性

があります。 

 

１ 令和 8年度の事業内容について 

 ⑴ 建築関係 

  ① 設計事業者選定プロポーザル［R8年 4月～6月］ 

    設計事業者を選定するためにプロポーザルを実施します。 

  ② 基本設計［R8年 7月～R9年 3月］ 

    園舎や園庭などを設計します。 

 

 ⑵ 用地関係 

  ① 工事資材・玉石の移設［R8年 5月～6月］ 

    現在、建設地に置かれている市が所有する工事資材や玉石を移設します。 

  ② 測量［R8年 6月～7月］ 

    建設地の広さや高さの詳細を測量します。 

  ③ 造成設計［R8年 8月～11月］ 

    敷地の造成や外構などを設計します。 

 

２ 令和 9年度以降の予定 

  令和 9 年度：実施設計、園舎などの建築工事 

  令和 10年度：園舎などの建築工事 

  令和 11年度：園庭などの外構工事、既存保育園の廃止 

  令和 12年度：開園 

 

 

 

令和8年度第1回高士区地域協議会

令和8年4月16日

3議題（1）報告事項

資料№1
幼児保育課



 

令和8年度第1回高士区地域協議会
令和8年4月16日

3議題（2）自主的な審議

資料№2
 

Step6  「地域のコミュニティの維持」の取組のためのフレームワーク 

 
町内会館（町内会の施設） 

目 的 
子供から高齢者まで全世代や世代間の交流を促進し、地域コミュニティを将来に

わたり維持する体制を整える。 

獲 得 目 標 
・世代同士、世代間の交流が促進される。 

・「人と会える・交流できる場所」として地域に定着する。 

開 催 回 数 

( 頻 度 ) 
回／年 、  回／月 、  回／週、（その他：         ） 

開 催 期 間 令和  年  月 ～ 令和  年  月、（その他：         ） 

開催時間帯 午前  時 ～  時 、 午後  時 ～  時 

対 象 

(ターゲット ) 

・ 

・ 

・ 

会 場 

・ 

・ 

・ 

実 施 内 容 

（“楽しみ”“居

場所”の仕掛け） 

・ 

・ 

・ 

・ 

地域の需要 

・ 

・ 

・ 

周 知 方 法 

・ 

・ 

・ 

必 要 経 費 

・施設利用料： 

・ 

・ 

・ 

“ついで”と

な る 行 事 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

実 施 主 体 

（ 責 任 者 ） 
 

委 員 

役 割 分 担 

・ 

・ 

・ 

そ の 他 
 

 



※4 月の地域協議会で事務局にご提出ください（宿題） 

取組のスローガン 

 
 高士の地域コミュニティを維持していくにあたり、押さえたいポイントを踏まえ、ス

ローガン案がありましたら下記にご記入ください。4月の地域協議会で、前回案とあわ

せ、投票を行います（案がなければ記入不要です）。 

 

考えたスローガン案 

 

 

前回出たスローガン案 

案 1：た
た

くさんの出会いから関
か

係を育み 自
し

然と人が集まる高士 

（意味：初めて会う人や、嫁いで来た人などとも、自然と関係性を育む） 

案 2：大
た

切な人と顔
か

を合わせ 自
し

然と笑顔が広がる高士 

（意味：身近な人、久しい人であっても、大切な人と会うと笑顔が広がる） 

案 3：誰
た

もがか
か

けがえのない 時
し

間を過ごせる高士 

（意味：案 1、2より広い意味） 

案 4：自然と笑顔、集える高士コミュニティ 

 

参考 

第 5期高士区地域協議会で取り組む地域課題 「地域コミュニティの維持」 

 

住民の価値観の多様化に伴い、地域コミュニティの在り方も変化している。この

ため、子供から高齢者まで全世代や世代間の交流を促進し、地域コミュニティを将

来にわたり維持できるよう取り組む。 

 

● 押さえたいポイント（キーワード）

・交流のきっかけづくり 

・人と会える場所、居場所を提供 

・人と人が顔を合わせる仕組みづ

くり 

・楽しめる活動 

・長く続けていける仕組みづくり 

・小さなことから始める 

・気軽に参加しやすいよう、何かの

“ついで”に実施 


